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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

原
点
回
帰

共
水
連
兵
庫
県
事
務
所 

企
画
推
進
課 

課
長
代
理
　
小 

柴
　
佐
王
里

表紙の言葉

　ＪＦ兵庫漁連淡路のりセンターでは10台の水車を使っ
て採苗作業が行われています。
　網の洗浄に始まり、採苗施設の設営などを行い、９月
下旬からいよいよこの作業を迎えることになりました。採
苗作業は水温や光の量、ノリ胞子の状態など日々変化す
る状況に対応することが求められます。生産者の希望す
る数が付着した網を外すタイミングは、各水車担当の職
員が過去の経験やノリの知識から判断され、その作業は
まさに職人技です。
　このノリ養殖における重要な作業は、こういった多くの
職員らによって、毎日、休みなく続けられます。

「のり採苗作業」（淡路市）

No.696   October. 2014

	 ２	 ようそろ

	 ３	 漁協運動功労者表彰の受章者が発表されました
	 	 「平成26年度兵庫県漁業協同組合長会議」開催

	 ４	 ノリ採苗	はじまる

	 ５	 ノリ養殖について様々な角度で研修

	 ６	 兵庫県のり養殖安定対策協議会	定例協議会開催
	 	 海難事故をなくそう

	 ７	 2014年度「兵庫におけるポスト国際協同組合年を
	 	 考える集い」開催

	 ８	 「プライドフィッシュ」ってなに？

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 南あわじで水産祭り

　

神
戸
に
出
て
き
て
は
や
丸
九
年
、
但
馬
・
香
住
で
生
ま
れ
育
ち
、
勤
め
始
め

た
私
で
す
が
、
社
会
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
い
つ
の
間
に
か
神
戸
の
方
が
長

く
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
十
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
赴
任
し
て
き
た
当
初
、
原
点

を
思
い
起
こ
し
て
の
お
話
し
を
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

赴
任
し
た
当
初
は
、
こ
ん
な
に
長
く
勤
め
ら
れ
る
と
は
正
直
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

但
馬
の
こ
と
し
か
知
ら
な
い
私
で
お
役
に
立
て
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
。

　

神
戸
（
今
は
明
石
で
す
が
）
で
頑
張
る
こ
と
が
但
馬
の
方
々
に
恩
返
し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
。

　

そ
ん
な
思
い
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、

　

何
も
わ
か
ら
な
い
私
に
た
く
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
与
え
て
く
れ
た
但
馬
の
人
た
ち
。

　

転
勤
す
る
と
き
に
泣
い
て
く
れ
た
人
た
ち
、
責
め
る
こ
と
な
く
励
ま
し
て
く
れ
た
人
た
ち
。

　

播
磨
や
淡
路
の
組
合
の
方
々
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
っ
て
い
た
私
に
「
基
本
は
組
合
員
（
お

客
様
）
だ
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
」
と
目
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
上
司
。

　
「
そ
ん
な
職
場
辞
め
て
し
ま
え
」
と
冗
談
と
も
本
気
と
も
つ
か
ぬ
口
調
で
言
い
な
が
ら
、
最
後
に
は
黙
っ
て
送
り
出
し

て
く
れ
た
父
。

　
「
自
分
の
好
き
に
し
た
ら
え
え
」
と
最
初
か
ら
反
対
せ
ず
私
の
考
え
を
尊
重
し
て
く
れ
た
母
。

　
「
私
た
ち
が
求
め
る
の
は
、
最
終
的
に
は
組
合
員
さ
ん
た
ち
、
お
客
様
の
笑
顔
だ
」
と
い
う
、
今
は
亡
き
恩
師
の
入
会

当
時
の
教
え
。

　

そ
し
て
そ
し
て
。

　

そ
れ
に
加
え
、
こ
の
九
年
で
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
出
会
い
、
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
時
に
は
叱
ら
れ
、
と
も
に
喜
び
、

今
が
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
に
慣
れ
、
や
り
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
思

い
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
思
い
や
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
、
今
の
私
は
で
き
て
い
ま
す
。
人
は
食
べ
た
も
の
で
身
体
は

で
き
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
人
の
心
は
出
会
っ
た
人
で
作
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
う
人
た
ち
の
心
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
私
の
信
条
で
す
が
、
近
年
元
気
を
も
ら
う
ば
か
り
で
全
く
お
返
し
で
き
て
い

な
い
気
が
し
て
お
り
ま
す
。出
会
う
人
た
ち
の
元
気
の
源
に
な
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
こ
と
、そ
れ
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

最
後
に
、
私
の
故
郷
は
香
住
で
す
が
、
心
の
ふ
る
さ
と
は
出
会
っ
た
人
た
ち
す
べ
て
を
思
う
胸
に
あ
り
ま
す
。
感
謝
。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
10
月
１
日
（
水
）、
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
「
平
成
26
年
度
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
長
会

議
」
が
、
県
下
漁
協
の
組
合
長
を
は
じ
め
、
行
政

や
漁
協
系
統
団
体
役
員
な
ど
約
70
名
が
出
席
す
る

な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
現
在
、
全
国
の
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
に

て
検
討
を
進
め
て
い
る
次
期
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
運

動
方
針
の
骨
子
で
あ
る
「
水
産
日
本
の
復
活
に
向

け
て
～
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
挑
戦
～
」
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｆ
全
漁
連 
大
森 

敏
弘
常
務
、
石
川 

和
彦 

信

用･

組
織
指
導
部
長
、
高
浜 

彰 

浜
再
生
推
進･

組
織
指
導
室
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
本
県
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
で
も
同
運
動
方
針
に
沿
っ
て
取
組
み
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
次
期
運
動
方
針
は
、「
浜
の
活
力
再
生
」、

「
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立
と
人
づ
く
り
」、「
Ｊ

Ｆ
の
役
割
発
揮
」
を
３
つ
の
柱
と
し
、
組
合
員
の

経
済
的・社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

漁
業
・
漁
村
の
活
性
化
と
国
民
経
済
の
発
展
を
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
組
む
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
方
針

は
11
月
21
日
の

Ｊ
Ｆ
全
国
代
表

者
会
議
に
て
採

択
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
会
議
終
了
後

に
は
引
き
続

き
、
県
下
組
合

長
と
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知

事
と
の
懇
親
の

場
で
あ
る
「
平

成
26
年
度 

兵

庫
県
漁
人
会
」

が
開
催
さ
れ
、

各
テ
ー
ブ
ル
で

は
井
戸
知
事
と

の
交
流
や
意
見

交
換
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

「
平
成
26
年
度
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
長
会
議
」開
催

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

大いに盛り上がった「漁人会」 ＪＦ全漁連 大森常務による説明

漁協運動功労者表彰の受章者が発表されました！
◎2014年度（第29回）漁協運動功労者表彰	受章

　ＪＦ全漁連は、９月26日（金）に開催した理事会
で2014年度漁協運動功労者37人を決定し、発表しま
した。
　本県からは、ＪＦ浜坂 川越 一男組合長が「的確
な判断と卓越した行動力で組合の経営基盤強化に
貢献」、「本県水産系統団体の要職に就き、水産業
の振興発展に大きく貢献」された功績が評価され、
また県女性連　森会長は「県・全国女性連会長とし
て優れた指導力・実行力を発揮」、「料理教室などの
魚食普及活動や“漁業者の森づくり”などの海の環境
保全にも貢献」など、漁業振興・漁村女性の社会
的地位向上への功績が認められ受章されました。
　心よりお慶び申し上げますとともに、今後ますま
すのご健勝とご活躍を祈念いたします。

～兵庫からは２名が受章～

ＪＦ浜坂　川越　一男代表理事組合長
（ＪＦ兵庫漁連理事・ＪＦ兵庫信漁連理事）

兵庫県女性連　森　武美会長
（全国漁協女性連会長）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
ノ
リ
採
苗
は
、
気
温
が
下
が
っ
て
き
た
９
月
下
旬

か
ら
各
浜
で
行
わ
れ
、
瀬
戸
内
の
秋
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）
で
は
、
明

石
市
の
兵
庫
の
り
研
究
所
と
淡
路
の
り
セ
ン
タ
ー
の

２
か
所
で
９
月
26
日
（
金
）
か
ら
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
台
風
一
過
で
晴
天
と
な
っ
た
10
月
７
日
（
火
）、

取
材
に
訪
れ
た
淡
路
の
り
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
次
々
に
水
車
の
網
が
外
さ
れ
、

職
員
や
パ
ー
ト
ら
は
忙
し
く
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー 

中
谷 

明
泰
所
長
は
「
現
在
の
と
こ

ろ
、
水
温
、
栄
養
塩
と
も
平
年
並
み
で
推
移
し
て
い

る
。
今
後
は
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
あ
れ
ば
」
と
話

し
、
今
後
の
天
候
に
さ
ら
な
る
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
10
月
中
旬
ま
で
休
み
な
く
続
け
ら
れ
、
２
か

所
あ
わ
せ
て
種
網
約
６
０
、０
０
０
反
の
作
業
を
終

え
る
予
定
で
す
。

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
ノ
リ
養
殖
漁
期
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
の
豊
漁
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ノリ採苗 はじまる！
　～ＪＦ兵庫漁連で約 60,000反を作業～

朝日が差すなか順調な作業となりました

顕微鏡担当者はスピードと正確性が必要

（一財）兵庫県水産振興基金

今年のノリ漁期がよい年になりますように…
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９
月
10
日
（
水
）
明
石
市
の
兵
庫
県

立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
（
山
田 

隆
義
会
長
）
主
催
に
よ

る「
平
成
26
年
の
り
養
殖
技
術
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
ノ
リ
養
殖
の
持
続
的

発
展
の
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習

得
し
、
ノ
リ
養
殖
業
の
経
営
安
定
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
、
今
年
は
５
課
題
の
発
表
が

あ
り
、
ノ
リ
生
産

者
・
関
係
者
ら
約

１
３
０
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。（
別

表
参
照
）。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

の
り
海
藻
事
業
本

部 
高
瀬 
博
文
本

部
長
は
韓
国
の
ノ

リ
生
産
事
情
に
つ

い
て
講
演
し
、
兵

庫
の
生
き
残
り
策

と
し
「
団
結
、
協

同
、
分
業
」
に
つ

い
て
今
後
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ

る
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　
海
苔
産
業
情
報

セ
ン
タ
ー 

藤
井 

弘
治
氏
の
講
演
で
は
、
全
国
の
様
々
な

ノ
リ
生
産
者
の
取
り
組
み
や
ノ
リ
商
社

の
状
況
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
ほ
か
、

異
業
種
と
の
連
携
に
つ
い
て
提
唱
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
漁
場
環
境
の
変
化
や
環
境

施
策
の
現
状
、
ア
オ
ノ
リ
養
殖
、
海
苔

漁
場
で
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
発
表

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
ノ
リ
養
殖
に
関

わ
る
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
で
す
。

ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
で
研
修

　

～
平
成
26
年
の
り
養
殖
技
術
研
修
会
～

題　　　　目 講師・発表者

瀬戸内海の漁場環境と最近の環境施策の動き（講演） 反田　　實
（兵庫県立水産技術センター 技術参与）

海外の海苔養殖事情とコスト削減策の検討（講演） 高瀬　博文
（ＪＦ兵庫漁連のり海藻事業本部 本部長）

海苔の消費流通動向及び昨年の不作の影響は（講演） 藤井　弘治
（海苔産業情報センター 代表）

新規養殖開発に向けたアオノリ養殖試験について（研究報告） 竹迫　史裕
（ＪＦ兵庫漁連 兵庫のり研究所 主任研究員）

海苔漁場における安全対策について（報告事項） 第五管区海上保安本部
交通部企画課・警備救難部救難課

（発表順 敬称略）

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

の
り
海
藻
事
業
本
部

藤井講師の講演風景

大勢の参加者で埋まる会場
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
兵
庫
県
の
り
養
殖
安
定
対
策
協
議
会
（
山
田
隆
義
会

長
）
は
９
月
30
日
（
火
）
兵
庫
県
水
産
会
館
に
お
い
て

定
例
協
議
会
を
開
催
し
、
同
協
議
会
の
会
員
48
団
体
か

ら
約
50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
の
り
養
殖
関
連
漁
協
な
ら
び
に
行
政
・

系
統
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
定
例
協
議
会
は
年
に

一
度
の
総
会
に
あ
た
る
会
議
で
、
県
下
の
の
り
養
殖
に

関
す
る
平
成
26
年
度
漁
期
の
方
針
や
各
種
対
策
の
最
終

決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
各
地
域
に
お
い
て
は
、
採
苗
や
浮
き
流
し
養
殖
セ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
の
作
業
が
開
始
さ
れ
る
な
か
、
定
例
協

議
会
で
は
昨
年
の
漁
期
結
果
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
、
新

漁
期
に
向
け
た
基
本
方
針
等
が
主
な
議
題
と
な
り
、
生

産
目
標
数
量
を
14
億
４
、１
２
７
万
枚
と
す
る
こ
と
や

共
販
開
催
期
間
な
ど
の
各
種
取
り
組
み
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
品
に
関
す
る
安
全
安
心
へ
の
関
心
が
益
々

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
よ
り
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
が
品
質
管
理
室
を
設
置
し
、
安
全
・
安
心
対
策
と
し

て
の
り
加
工
場
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
向
上
や
、

加
工
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
取
り
組
み
が
上
程
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
、
昨
今
の
海
の
栄
養
塩
低
下
に
よ
る
の

り
生
産
の
不
振
に
よ
り
、
栄
養
塩
豊
か
な
海
を
切
望
す

る
な
か
で
瀬
戸
内
法
の
改
正
法
案
に
か
か
る
質
問
も
あ

り
、
今
国
会
で
の
成
立
を
見
越
し
て
「
漁
業
者
自
ら
各

市
町
に
対
す
る
下
水
道
管
理
運
転
の
実
施
や
数
値
の
変

更
な
ど
の
要
望
を
よ
り
一
層
行
う
べ
き
だ
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ＪＦ兵庫漁連 のり海藻事業本部

兵庫県のり養殖安定対策協議会 定例協議会開催
　～平成26年度漁期対策や品質管理室の設置など承認～

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

ライフジャケット着用
時に海中転落した場合、
未着用時に比べて生存
率が３倍も高く、逆に
非着用時は死亡率が約
５倍になるといわれて
います。
家族・友人・仲間のため
ににライフジャケットは
必ず着用しよう。

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、

ライフジャケットを着用してください。

海難事故をなくそう！

固型式ライフジャケット

モデル：明石浦漁業協同組合
　　　  戎本 裕明組合長 モデル：ＪＦ兵庫漁連 北村 伸也さん

浮きます！

暖かい！
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人と防災未来センターでの視察の様子

　
一
昨
年
は
国
連
の
宣
言
し
た
国
際
協
同
組

合
年
で
あ
り
、
国
を
超
え
て
の
様
々
な
協
同

組
合
間
連
携
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
連
携

を
継
続
す
べ
く
、
今
年
も
、
県
内
の
生
協
、

農
協
、
漁
協
、
森
林
組
合
で
構
成
す
る
兵
庫

Ｊ
Ｃ
Ｃ
が
、
次
世
代
職
員
の
交
流
か
ら
事
業

の
連
携
に
繋
が
る
可
能
性
を
切
り
開
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
研
修
会
「
兵
庫
に
お
け
る
ポ

ス
ト
国
際
協
同
組
合
年
を
考

え
る
集
い
」
を
、
９
月
26
日

（
金
）
神
戸
市
内
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
各
協
同
組

合
か
ら
約
30
名
が
参
加
し
交

流
を
深
め
た
ほ
か
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
間
も
な
く

20
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

防
災
・
減
災
の
意
識
向
上
も

図
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
賀
川
記
念
館
で

は
、
同
館
の
西 

義
人
参
事

よ
り
「
賀
川
豊
彦
が
め
ざ
し

た
愛
と
協
同
の
社
会
と
は
」

を
テ
ー
マ
に
、
協
同
組
合
の

父
と
呼
ば
れ
る“
賀
川
豊
彦
”

の
足
跡
を
振
り
返
り
つ
つ
、

同
氏
が
目
指
し
た
社
会
に
つ

い
て
の
講
演
に
続
き
、
同
館

内
の
協
同
組
合
に
関
す
る
資
料
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。
次
に
訪
れ
た
「
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
防
災
・

減
災
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
後
、
同
セ

ン
タ
ー
内
を
視
察
し
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
教
訓
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
最
後
に
行
わ

れ
た
意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
協
同
組
合
の
役
割
や
、
今
日

の
視
察
で
得
た
こ
と
を
話
し
あ
い
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
の
懇
親
会
で
も
、
参
加

者
は
協
同
組
合
間
連
携
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
を
交
わ
し
交
流
を
深
め
、
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
「
兵
庫
に
お
け
る
ポ
ス
ト
国
際

協
同
組
合
年
を
考
え
る
集
い
」
開
催

　

～
協
同
組
合
間
で
職
員
の
連
携
を
深
め
る
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

ワールドカフェという意見交換の手法も体験 ハザードマップで神戸市内での津波被害予想を確認
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　「プライドフィッシュ」についてはご存知の方も多いかと思います。ＪＦ全漁連（岸 宏会長）が進めて
いる事業で、水産庁が行う簡単、手軽な水産加工品「ファストフィッシュ」と表裏一体のプロジェクトと
して始まり、全国各地でＰＲイベントなどが行われています。
　若年層の魚離れなどのよる魚介類消費量の減少が進んでいます。消費者へのアンケートでは「健康的」、

「もっと食べたい」としながら「おいしさ」については、残念ながら肉料理に劣るというイメージを持ち、
魚の本当の美味しさを実感することが少なくなってきていることが伺えます。そこで、魚の本当の美味し
さを知ってもらうために次の３点を盛り込みました。
　①　全国で“魚の本当の美味しさ”の再認識をすすめるため、全国ＪＦグループが一体となって取り組む。
　② 　実際にプライドフィッシュが食べられる、また買えるお店を紹介し、実際に食べて美味しさを味わ

うことで感動を共有する。
　③　サポート協議会を設置し、幅広い分野の方々の賛同や協力を得る。
　兵庫からは春：浜坂産ホタルイカ「浜ほたる」、夏：淡路島の生シラス、秋：明石浦のもみじ鯛、冬：
播磨灘産 １年牡蠣が登録されており、今後、様々なＰＲイベントが企画されます。詳しくはＪＦ全漁連
の「プライドフィッシュ」ホームページをご覧ください。

「プライドフィッシュ」ってなに？
～ＪＦ全漁連の魚食普及の取り組み～
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　兵庫県生協連では、今年で６回目となる「広島
被爆ピアノ平和コンサート」を、８月20日（水）、
尼崎ピッコロシアター（尼崎市）にて開催。約
200名が参加しました。今回演奏された「カズコ
の被爆ピアノ」は、広島市で原爆投下時、爆心地
より2.6㎞の民家で被爆。原爆の爆風により、無
数のガラスの破片が突き刺さり傷ついたピアノは、
所有者よりピアノ調律師の矢川光則さんに託さ
れ、現在、平和の大切さを伝えるために全国各地
でコンサートを開いています。
　休憩時間には会場のみなさまに被爆ピアノを近く
でご覧いただき、写真を撮られたり、ピアノに触れ
てみたりと、原爆の熱線を越えて平和を語り継ぐ被
爆ピアノを身近に感じていただくことができました。
　後半は、尼崎地域を中心に活動するゴスペル風
コーラス隊「キッズ＆ママ コーラス」のみなさん
による歌声で、楽しく平和へのメッセージが届け
られました。広島出身のソプラノ・大島久美子さ
んは、「笑顔で安心して日々が暮らせることが“平
和”です」「“忘れたい日”は“忘れてはいけない日”
でもあります。今日、被爆ピアノを聴いたことを一
人でも多くの方々に伝えていただきたい」と話さ
れました。また森須奏絵さんのピアノで、最後に
は「翼をください」「花は咲く」「ふるさと」を会
場の全員で歌いました。
　平和を祈り続ける被爆ピアノ。その美しい音色
に、会場の参加者からは「小学１年と年少の娘が
います。平和の尊さや戦争の悲惨さを、そろそろ
伝えていきたいと考えていたところに良い機会を
与えていただきました。これを機に人として“平
和”を当たり前に大事にする心を育てていきたい
と思います」という声が寄せられ、来年の戦後70
年を前に、音楽を通して平和への想いをつなぐコ
ンサートになりました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　８月16～17日の集中豪雨により、丹波市は土
砂崩れや浸水など甚大な被害を受けました。丹波
市が９月15日に発表した被害状況調査によると、
市内の住宅被害は、2540戸、農地の土砂堆積は
140ヵ所に上りました。復旧のため、ＪＡ丹波ひ
かみは８月19日、ＪＡ職員による災害ボランティア
チームを結成し、活動を開始。それに伴い、兵庫
県内のＪＡ・連合会などの関係者も連日、豪雨被
害を受けた被災者を「協同」の力で支援しようと、
丹波市のボランティア活動に参加しました。
　住宅が床下浸水した同市春日町山田の80代の
男性は、「80年間ここで暮らしているがこんな被
害は初めて。人手がないのでＪＡ職員には大変感
謝しています」と話しました。
　ボランティアに参加したＪＡ職員は、「組合員さ
んが大変な被害に遭われていて、少しでも役に立
てて良かったです」などと話しました。
　また、９月６日から同ＪＡでは復興に向けて稲刈
り支援を始めました。特に被害が大きかった同市
市島町では稲刈りの最盛期を迎えましたが、田ん
ぼに土砂やがれきが混入して自力での稲刈りが困
難な農家も多くいます。ＪＡ職員や子会社の㈱ア
グリサポートたんばの社員らは依頼のあった農家
の圃場で流木の除去や倒伏した稲を起こしながら
稲刈り作業を行いました。

協同の力で復興を

丹波市豪雨災害で
ボランティア活動

“忘れてはいけないこと”を
一人でも多くの方に伝えたい
～ピースアクション2014　　　　　　　　
 　「広島被爆ピアノ平和コンサート」を開催～

ボランティア活動に精を出す職員ら

◀ 休憩時間には
多くの方に被
爆ピアノを間
近でご覧いた
だきました

会場のみなさんと平和への願いをこめて歌いました



◆
佐
賀
県
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
を
見
学
し
た
の
は
、
十
数
年
前
だ
っ
た
。
前

日
の
雨
で
、
酷
い
泥
濘
み
が
出
来
て
い
て
、
広
大
な
発
掘
場
所
の
二
重
に

巡
ら
し
た
濠
（
ほ
り
）は
、
雨
水
が
溢
れ
て
い
た
。
幾
つ
も
復
元
し
て
あ
る

竪
穴
住
居
が
、
魏
志
倭
人
伝
に
言
う
「
倭
」の
ク
ニ
を
思
わ
せ
、
弥
生
人
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
髣
髴
と
さ
せ
た
。
弥
生
時
代
の
雨
の
日
も
、
こ
ん
な
様
子

だ
っ
た
か
と
、壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
中
で
古
代
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
た
。

竪
穴
の
住
ま
い
は
薄
暗
く
、
湿
り
を
含
ん
だ
茅
葺
き
の
臭
い
が
漂
っ
て
、

古
代
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
た
。
暗
が
り
か
ら
、
弥
生
人
に
声

を
掛
け
ら
れ
そ
う
な
感
じ
で
、
思
わ
ず
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
の
を
思
い
出

し
て
い
る
。
住
居
の
傍
ら
に
マ
ム
シ
に
注
意
と
看
板
が
出
て
い
た
。

◆
大
勢
の
見
学
者
が
発
掘
品
を
眺
め
て
ザ
ワ
ザ
ワ
と
通
っ
て
い
く
。
観
光

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、
大
型
バ
ス
で
ド
ッ
と
団
体
が
入
る
と
喧
噪
な
賑

や
か
さ
に
な
る
が
、
雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
広
場
を
右
往
左
往
し
サ
ッ
サ
と

帰
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
復
元
家
屋
も
発
掘
し
た
青
銅
器
や
土
器
も
立
派

な
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
が
、
豪
華
な
華
や
か
さ
は
無
く
、
土
塊
の
皿

や
鉢
の
褐
色
の
肌
に
は
歓
声
を
挙
げ
る
人
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
吉
野

ヶ
里
が
邪
馬
台
国
な
ら
、
ど
こ
か
で
卑
弥
呼
が
見
て
い
て
、
何
と
い
う
喧

噪
で
素
朴
な
人
々
だ
ろ
う
と
笑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
邪
馬
台
国
は
一
体
何

処
に
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
。
九
州
か
又
は
近
畿
か
。

◆
根
拠
と
す
る
『
魏
志
倭
人
伝
』は
「
三
国
志
魏
書
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
倭
人

条
」と
い
う
長
い
名
前
の
書
物
で
、
倭
人
条
は
二
千
字
足
ら
ず
の
文
章
で

あ
る
。
そ
れ
も
別
の
書
物
か
ら
の
丸
写
し
部
分
も
あ
っ
て
信
憑
性
に
欠
け

る
と
い
う
学
者
も
い
る
。
邪
馬
台
国
は
何
処
に
あ
っ
た
か
、
卑
弥
呼
と
は

誰
な
の
か
。
こ
の
謎
に
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
挑
戦
し
た
だ
ろ

う
。
そ
の
経
緯
は
、
浮
世
絵
の
世
界
で
「
写
楽
」を
同
定
す
る
の

に
似
て
い
る
。
少
な
い
手
掛
か
り
に
想
像
の
輪
を
か
け
る
様
子

が
そ
っ
く
り
で
、
邪
馬
台
国
の
所
在
地
も
卑
弥
呼
が
誰
な
の
か

も
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
難
解
さ
と
、
宝
探
し
の
よ
う
な

楽
し
さ
が
あ
る
よ
う
だ
。

◆
倭
人
伝
の
中
で
、
一
ヶ
所
し
か
記
述
が
な
い
「
邪
馬
台
国
」に

何
故
こ
ん
な
に
魅
か
れ
る
の
か
不
思
議
な
気
が
す
る
。
論
争
の

発
端
は
「
水
行
十
日
・
陸
行
一
月
」と
い
う
記
述
で
あ
り
、
近
畿

説
ま
た
は
九
州
説
あ
る
い
は
海
外
だ
と
す
る
等
、
諸
説
の
元
凶

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
支
持
す
る
人
は
い
る
が
、
定
説
に

は
至
ら
な
い
。
古
代
の
国
に
興
味
を
抱
く
人
は
誰
で
も
、
極
め

る
方
法
は
な
い
か
と
模
索
す
る
。
想
像
が
創
造
を
呼
ぶ
。
複
雑

な
迷
路
に
入
り
込
ん
で
出
口
を
求
め
て
ウ
ロ
つ
く
よ
う
な
も

の
だ
が
、
そ
れ
自
体
に
快
感
を
感
じ
て
喜
ん
で
い
る
の
か
も
知

れ
ぬ
。
邪
馬
台
国
は
一
体
ど
こ
に
在
っ
た
の
か
。
魏
か
ら
贈
ら

れ
た
金
印
や
、
贈
与
に
付
属
し
た
筈
の
封
泥
か
木
片
で
も
見
つ

か
れ
ば
所
在
地
は
明
ら
か
に
な
る
が
…
。

००
写真と文

༡ํࢠ

邪馬台国は何処に

寺
の
参
道
と
屋
根

　

 

南
あ
わ
じ
の
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
や
特

産
の
ワ
カ
メ
な
ど
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い

う
「
南
あ
わ
じ
市
水
産
祭
り
」
が
、
10
月
11
日

（
土
）
丸
山
漁
港
魚
彩
館
広
場
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
市
内
の
Ｊ
Ｆ
湊
、

同
南
あ
わ
じ
、
同
福
良
、
同
南
淡
の
4
漁
協
で

つ
く
る
南
あ
わ
じ
市
水
交
会
と
市
が
主
催
し

て
、
毎
年
、
各
漁
協
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
台
風
19
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
秋
空
の
も
と
、
市
内
外
か
ら
約
４
千

人
が
訪
れ
、
各
組
合
の
「
振
る
舞
い
」
を
味
わ

い
、
新
鮮
な
魚
介
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
各
組
合
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
自
信
の
漁
師
料

理
「
振
る
舞
い
」
に
は
、
ど
の
ブ
ー
ス
も
長
蛇

の
列
で
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
早
朝
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
ら
は
焼
き
ア
ナ
ゴ
、
鯛
飯
、

タ
コ
飯
、
ア
ジ
・
タ
チ
ウ
オ
・
タ
コ
な
ど
天
ぷ
ら
、
し

ら
す
釜
揚
げ
丼
な
ど
大
量
に
準
備
さ
れ
た
振
る
舞
い

に
舌
つ
づ
み
を
う
ち
、
海
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
又
、
別
会
場
で
は
組
合
長
や
市
長
に
よ
る
豊
漁
祈

願
の
神
事
や
マ
コ
ガ
レ
イ

稚
魚
の
放
流
な
ど
が
行
わ

れ
た
あ
と
、
恒
例
の
餅
ま

き
が
あ
り「
こ
っ
ち
に
放
っ

て
や
ー
」「
そ
っ
ち
ち
ゃ
う
、

こ
っ
ち
や
な
い
の
」「
箱
ご

と
放
り
い
な
」
な
ど
、
黄

色
い
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら

上
が
り
、
福
餅
を
求
め
る

必
死
な
争
奪
戦
と
共
に
笑

い
を
誘
う
一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。
豊
か
な
海
の
幸
に

親
し
も
う
と
訪
れ
た
人
々

と
、
漁
を
生
業
と
す
る
人

達
が
、
地
域
の
伝
統
文
化

を
通
じ
て
心
を
通
い
合
わ

せ
る
楽
し
い
水
産
祭
り
で

し
た
。

新鮮魚介の味覚を堪能して !!
　南あわじで水産祭り

（一財）兵庫県水産振興基金

●	今月号の「大輪田塾だより」は休みます。
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